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高度は地表面から 1.6 mおよび 29.5 m，単位は
m/sである．
　1997年 8月 1日以降，高度 29.5 mでは，超音
波風速温度計が観測用鉄塔の南東及び北西側に設
置してある．このため，本資料においても昨年
筑波大学陸域環境研究センター報告,  No.9,  49～ 74,  2008
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高度は地表面から 1.6 m，12.3 mおよび 29.5 m，
単位は℃である．
10．地温：Soil Temperature
　直径 10 mm，長さ 15 cmの防水型白金抵抗温
度計によって得られた日平均値である．測定深度









ン深度は 8～ 9 m）と新 2.0 m深（GW─4，同 0.5










　Td = {b× log10(e/6.11)}/{a-log10(e/6.11)}
ここで，eは水蒸気圧［hPa］であり，
　e = es × RH / 100
である．es は飽和水蒸気圧［hPa］であり，
Tetensの近似式
　es = 6.11 × 10aT/(b+T)
より求めた．係数 a，bは水面上での値（a = 7.5, 
b = 237.3）を用いた．
13．降水量：Precipitation













































































第 1図　測定高度 29.5 m（上図），および 1.6 m（下図）における風速の日平均値の季節変化
－ 55 －
第 2図　測定高度 29.5 m（上図），および 1.6 m（下図）における運動量フラックスの日平均値の季節変化
－ 56 －




第 5図　測定高度 29.5 m（上図），12.3 m（中図），および 1.6 m（下図）における気温の日平均値の季節変化
－ 59 －
第 8図　気圧の日平均値の季節変化
第 6図　2深度（10 m，新 2.0 m）の観測井における地下水位の日平均値の季節変化
第 7図　4深度（2 cm，10 cm，50 cm，100 cm）における地温の日平均値の季節変化
－ 60 －
第 9図　測定高度 29.5 m（上図），12.3 m（中図），および 1.6 m（下図）における露点温度の日平均値の季節変化
－ 61 －
第 10図　日降水量の季節変化
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